
 

令和８年度第１回恵那市総合教育会議 

 

日時 令和８年８月 24 日（月） 

                         午後１時 30 分～ 

場所 恵那市役所 西庁舎 ４Ａ会議室 

 

１．あいさつ（市長・教育長） 

   
 
 

 
２．議題 

①いじめ・不登校の現状と取組について 【別紙１】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②特別支援教育の現状と取組について 【別紙２】 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



令和８年度第１回恵那市総合教育会議名簿 

 

役 職 氏 名  備 考 

市長 小坂 喬峰  

教育長 岡田 庄二  

教育委員（職務代理者） 西尾 修欣  

教育委員 小栗 秀子  

教育委員 田 東洋  

教育委員 村松 訓子  

 
 
   まちづくり企画部 

まちづくり企画部次長 沼田 武利  

企画課長 纐纈 高裕  

 
 

教育委員会事務局 

副教育長 伊藤 政之  

教育委員会事務局長 西尾 功  

教育総務課長 纐纈 千尋  

学校教育課長 各務 義臣  

学校教育課主幹 遠山 意保子  

教育総務課係長 志津 博光  

学校教育課担当係長 堀内 賢司  

 



恵那市内⼩・中学校における

いじめ・不登校の
現状と取組について

令和８年８⽉２４⽇(⽉)

恵那市教育委員会学校教育課
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hiromitsu_shizu
タイプライターテキスト
【別紙1】

hiromitsu_shizu
タイプライターテキスト



いじめの現状

いじめ認知件数の推移
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※いじめ防⽌対策推進法におけるいじめの定義は、⼀定の⼈的関係にある他の児童等が⾏う、⼼理的⼜は物理的な
影響を与える⾏為（インターネットを通じて⾏われるものも含む）を受けたことにより、⼼⾝の苦痛を感じているもの。



いじめの内容①
発⾒のきっかけ
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（令和７年度）
0 20 40 60 80 100

学級担任

学級担任以外

養護教諭

アンケート調査

本人

本人の保護者

児童生徒からの情報

本人以外の保護者からの情報

学校以外の関係機関（相談機関など含む）

⼩学校 中学校



いじめの内容②
様態
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（令和７年度）
0 20 40 60 80 100

冷やかしやからかい，悪口や脅し文句，嫌なことを言われる。

仲間はずれ，集団による無視をされる。

軽くぶつかられる，遊ぶふりをしてたたかれる，蹴られる。

ひどくぶつかられたりたたかれる，蹴られる。

金品をたかられる。

金品を隠される，盗まれる，壊される，捨てられる。

嫌なことや恥ずかしいこと，危険なことをされる，させられる。

パソコンや携帯電話等で，ひぼう・中傷や嫌なことをされる。

その他

⼩学校 中学校



不登校の現状
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不登校児童⽣徒
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⼩学校 ⻑⽋率 中学校 ⻑⽋率

◎学校内外にて相談等の実施は１００％

※R７ 年間９０⽇以上の不登校児童⽣徒数

・・・⼩︓６⼈ 中︓２２⼈

※R７ 年間出席⽇数１０⽇以下の児童⽣徒数

・・・⼩︓６⼈ 中︓７⼈

※不登校（病気、ケガ、経済的な理由を除く、年間３０⽇以上⽋席の児童⽣徒⼈数）



学年別不登校⼈数
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（令和７年度）

0 10 20 30 40 50 60

⼩１

⼩２

⼩３

⼩４

⼩５

⼩６

中１

中２

中３
⼈数

※不登校
病気、ケガ、経済的な理
由を除く、年間30⽇以上
⽋席の児童⽣徒⼈数



不登校の内容
不登校の原因
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（令和７年度）

0 10 20 30 40 50

いじめの被害

いじめ被害を除く友人関係

教職員との関係

学業の不振

学校のきまり等

転編入学、進級時の不適応

家庭生活の変化

親子の関わり方

生活リズムの不調

あそび・非行

学校生活無気力

不安・抑うつ

障がい（疑いを含む）

個別の配慮（日本語、感覚過敏等）

上記に該当なし ⼩学校 中学校



令和８年度は、
○いじめの⾒逃し０

○認知したいじめの解消１００％

○誰かに相談をした割合１００％

○不登校児童⽣徒の保護者⽀援

○SOSの出し⽅・受け⽌め⽅の充実
8



いじめへの取組１

9

防⽌等に向けた施策
・関係機関等と連携した体制の整備

警察

⼦育て⽀援課

地域・PTA

危機管理課

連携による施策

学校
• SC、SSWとの連携

• いじめに対する教職員の共通認識

• いじめ防⽌の指導及び報告等、組
織体制の整備

• 児童⽣徒との対話

• 家庭との連携

家庭
• ⼦どもとの対話や⾏動観察

• ⼦どものインターネット使⽤状況の
把握

• 学校との連携

• ⼦どもとの対話

・いじめの未然防⽌
・いじめの早期発⾒・早期対応
・教職員の資質向上
・学校評価や学校運営⽀援恵那市いじめ問題対策検討会

児童⽣徒
• いじめは絶対してはいけないという認識

• SOSの出し⽅授業・受け⽌め⽅研修

• 児童⽣徒同⼠の⼈間関係の構築

• 教職員との⼈間関係の構築

市教育委員会



いじめへの取組２ （各種調査）
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市内中学校
校内教育⽀援センターの様⼦

・国…⽣徒指導上の問題⾏動調査

・県…第１回岐⾩県いじめ問題調査（７⽉）
第２回岐⾩県いじめ問題調査（１２⽉）
第３回追跡調査（３⽉）

・市…問題⾏動調査 ※毎⽉
いじめ⽉別調査（追跡調査）
⻑期⽋席調査（⽉７⽇間以上⽋席児童⽣徒）
７⽇間連続⽋席調査



いじめへの取組３
（スクールライフノート・SOSの出し⽅授業・SOSの受け⽌め⽅研修）
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市内中学校
校内教育⽀援センターの様⼦



不登校への取組１ （校内教育⽀援センター）
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校内教育⽀援センターの充実に向けた取組（各中学校）
・教育相談強化のための⼼の教室相談員配置による相談体制の整備
・学業不振をサポートするための学習⽀援員の配置
・安⼼して学べるための環境整備

市内中学校
校内教育⽀援センターの様⼦



不登校への取組１ー２（校内教育⽀援センター）
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校内教育⽀援センターの利⽤者数と成果

中学校の事例︓全教職員で⽀える

・教員の時間割に⽀援の時間を組み込む
・⽴ち寄った教員が声をかけ、授業も実施
・毎週のケース会議と保護者への情報共有

成果（令和7年度）

・センターなら登校できる⽣徒 6⼈
・教室へ復帰した⽣徒 7⼈

※保護者「⾃分から⾏ってくれるようになった」

校内の居場所づくりが不登校の改善につながる

R8年度
（6⽉）R7年度R6年度学校

676A

15139B

144C

1137D

332526合計



不登校への取組２（市教育⽀援センター）
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⽬的
・児童⽣徒の⼼の休養を促し、安⼼して過ごせる配慮。
⽣活
・個別に計画を作成し、⽬標達成状況がわかる⽀援。

適応⽀援
・社会性等を⾝に付けるための体験
学習。

相談
・安⼼して相談できる環境の整備。
・丁寧な相談対応により⼼⾝の安定
を図る。

連携
・学校、関係機関と連携。

※教育⽀援室の在り⽅
これまでの学校復帰を図ることだけが⽬的ではなく、⾃
信や⾃尊感情を持つこと、社会的参加、対⼈関係の
改善を図る。

割合
教育
⽀援室合計

不登校児童⽣徒数
年度

中学校⼩学校中学校⼩学校

10.9
%

１０８1519259R4

11.9
%

１１７1438756R5

12.5
%１０１２16510560R6

9.1％１０８19810989R7

（参考）利⽤者数・・・⾒学体験を含む

教育⽀援室
（はなのき・むつみ）

⼦どもの居場所としての教育⽀援

・スタッフ５名
・⽉〜⾦、9時〜１７時



不登校への取組２ー２ （市教育発達⽀援センター）

あおばによる教育相談
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⽬的
・教育相談体制の強化。（専⾨員と場所の確保）

相談体制

相談
・主に⻑期⽋席による引きこもり傾向の児童⽣徒の相談、⾯談
・学校訪問による定期的な相談の実施
・学校とのつながりがうまく取れなくなってしまった児童⽣徒その保護者、家庭への⽀援
連携
・学校、教育⽀援室、教育・発達相談室あおば、⼦育て⽀援課、
社会福祉課、その他関係機関と連携

※教育⽀援室の在り⽅
教育相談員を配置し体制を強化。他機関との連携によるアウトリーチの
実施により、不登校の⻑期化によるひきこもり対策と重層的⽀援を⾏う。

家庭⽀援 ひきこもり対策

（⼦育て⽀援課） （社会福祉課）

教育相談
教育・発達⽀援センター

（学校教育課）

教育⽀援室の充実



不登校への取組３ (他機関との連携１)
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フリースクール等に通う児童⽣徒数
備考恵那市参加⼈数フリースクール等

⼩学⽣３・５２A 市内
（週３⽇）

⼩学⽣１・５２B 市内
（週１⽇程度＋α）

⼩学⽣１・５・６３C 近隣市
（週４⽇）

中学⽣１１D 名古屋市
（複数コース）

⼩学⽣７
中学⽣１８合計



不登校への取組４ (他機関との連携１)
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フリースクール等の様⼦

ひふみ学園 ほあかりの森



不登校への取組５ (他機関との連携２)
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⽂部科学省等事業について→恵那市も各学校で対応
COCOLOプラン（誰一人取り残されない学びの保障）

１ 心の小さなSOSの早期発見（アンケートや心の天気）
→一人一台端末「心の天気」や月に一度のアンケート

２ 学校の風土の「見える化」
→学校評価の仕組みを活用

３ スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの配置
→全ての恵那市小中学校に配置

４ 教育支援体制整備事業 （学習支援員の配置）
→小中合わせて４４人



不登校の取組５ (他機関との連携２)
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いじめ不登校未然防⽌
アドバイザー
・⼤井⼩学校

SSW
（スクールソーシャルワーカー）
・恵那東中学校

県教育委員会事業の活⽤

スクールカウンセラー、スクール相談員

『魅力ある学校づくり」
教職員 管理職の指導のもと
教育相談コーディネーター、生徒指導主事、養護教諭
心の教室相談員等と学級担任の連携

専門家の見立て 教員へのアドバイス

スペシャリスト
サポート事業
※必要に応じて



成果（〇）と課題（●）
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○個々の実態に応じた対応

○関係機関との連携

●家から出られない児童⽣徒へのアプローチ

●保護者⽀援・



今後に向けて
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校内と校外の「両輪」で、すべての⼦に居場所をつくる

校内教育⽀援センター

すべての⼩中学校に設置する
⼼の教室相談員も全校に配置する
⼩学校から居場所をつくり、不登校を防ぐ

校外教育⽀援センター（はなのき・むつみ）

職員を増員する
家から出られない⼦へ訪問で⽀援する
社会とつながる場を広げる

【新たな取組】保護者同⼠が気軽に話せる場づくり
今年度は年2回（6⽉・11⽉）→ 今後は学期ごとに3回へ拡充



恵那市内の小・中学校における

特別支援教育の現状と取組について

恵那市教育委員会

学校教育課
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hiromitsu_shizu
タイプライターテキスト
【別紙2】

hiromitsu_shizu
タイプライターテキスト



１ 特別支援教育の現状

４ 今後に向けて

３ 関係機関等との連携

２ 学校教育課で行っている取組

2



１ 特別支援教育の現状

４ 今後に向けて

３ 関係機関等との連携

２ 学校教育課で行っている取組

3



１ 特別支援教育の現状 ２ 学校教育課で行っている取組 ３ 関係機関等との連携 ４ 今後に向けて

中央教育審議会教員養成部会・特別支援教育作業部会（第1回）資料8「特別支援教育の現状に関する基礎資料」より
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特別支援学級在籍児童数

１ 特別支援教育の現状 ２ 学校教育課で行っている取組 ３ 関係機関等との連携 ４ 今後に向けて

小学校

【令和８年度】

8人7人6人5人4人3人2人1人１学級の人数
／障がい種

00421201知的学級

00361021自・情学級
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H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

知的障がい 自閉症・情緒障がい

○ 自閉症・情緒障がい
５７人 １３学級

１学級平均 4.38人

○ 知的障がい
４５人 １０学級

１学級平均 4.50人
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特別支援学級在籍生徒数

１ 特別支援教育の現状 ２ 学校教育課で行っている取組 ３ 関係機関等との連携 ４ 今後に向けて

中学校

【令和８年度】

8人7人6人5人4人3人2人1人１学級の人数
／障がい種

02200010知的学級

10200000自・情学級

○ 自閉症・情緒障がい
２０人 ３学級

１学級平均 6.67人

○ 知的障がい
２８人 ５学級

１学級平均 5.60人
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１ 特別支援教育の現状 ２ 学校教育課で行っている取組 ３ 関係機関等との連携 ４ 今後に向けて

中央教育審議会教員養成部会・特別支援教育作業部会（第1回）資料8「特別支援教育の現状に関する基礎資料」より
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通級による指導を受けている児童数

１ 特別支援教育の現状 ２ 学校教育課で行っている取組 ３ 関係機関等との連携 ４ 今後に向けて

小学校

【令和８年度】

設置校
・言語障がい ： 大井小（１校）
・LD/ADHD等 ： 武並小、長島小、大井小、大井第二小、

三郷小、岩邑小、山岡小、明智小（８校）

○ LD/ADHD等（発達障がい）

１２７人 １１教室

１校平均 15.87人

○ 言語障がい
２人 １教室

１教室平均 2.0人
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言語障がい LD／ADHD等

18 15
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H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

言語障がい LD／ADHD等
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恵那市で特別支援教育を受けている児童生徒の割合の推移

１ 特別支援教育の現状 ２ 学校教育課で行っている取組 ３ 関係機関等との連携 ４ 今後に向けて

【児童生徒数の推移】

【特別支援学級】
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特別支援学級担任・通級指導教室担当の年齢や経験年数（令和８年度）

１ 特別支援教育の現状 ２ 学校教育課で行っている取組 ３ 関係機関等との連携 ４ 今後に向けて
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【小・特支学級】
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平均 55.6 歳
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【特別支援教育担当の平均経験年数】

平均 5.64 年
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１ 特別支援教育の現状 ２ 学校教育課で行っている取組 ３ 関係機関等との連携 ４ 今後に向けて

恵那市の現状より

・特別支援学級在籍児童生徒数や通級による指導を受けている児童数は、10年前と比べ増加して
いる。（年により差はある。高止まり…？）

・特別支援教育に携わる教員の中には、特別支援教育の指導経験の少ない者もいる。
・通級指導教室は、指導経験が豊かなベテランの先生に支えられている。

文部科学省の調査結果より

・通常の学級に在籍する学習面又は行動面で著しい困難がある子供の割合は、小・中学校で
推定値 8.8％ ※平成24年の調査では 6.5％

・全ての新規採用教員が概ね10年目までの期間内において、特別支援学級の教師や、特別支援学
校の教師を複数年経験することとなる状態を目指し、人事上の措置を講ずるよう努めること。
合わせて、採用から10年以上経過した教師についても、特別支援教育に関する経験を組み込む
よう努めること。

文部科学省による施策等より

「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果について」
令和４年１２月１３日

「特別支援教育を担う教師の養成、採用、研修等に係る方策について（通知）」
令和４年３月３１日
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１ 特別支援教育の現状

４ 今後に向けて

３ 関係機関等との連携

２ 学校教育課で行っている取組
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・学校支援訪問 【新規】

経験年数５年目までの特別支援学級及び通級指導教室担当者（講師含む）

→ 教科等の授業参観及び授業者との懇談、指導助言
経験年数３年目までの特別支援教育コーディネーター

→ 特別支援教育コーディネーターとの懇談、指導助言

・Know-Howハンドブック（特別支援教育編）の作成 【新規】

指導力向上委員会（嘱託所員会）で作成する予定

・「恵那市教育研究所だより」による情報発信 【新規】

・教員向けの研修会等の実施
特別支援教育コーディネーター研修会（年３回）

通級指導教室連絡会（年３回）

１ 特別支援教育の現状 ２ 学校教育課で行っている取組 ３ 関係機関等との連携 ４ 今後に向けて

先生方を
サポート

令和８年度 学校教育課（教育研究所を含む）で行っている取組（予定も含む）
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・心理士や相談員による発達相談・教育相談（来所、電話）

・WISC-Ⅴ、新版Ｋ式等の発達検査

・学校訪問支援

・定期相談会
小児科医によるDr.相談会（年３回）

作業療法士によるOT相談会（年２回）

小児科医と作業療法士によるDr.& OT相談会（年１回）

言語聴覚士によるST相談会（年６回）

・年長児の保護者向けの就学相談会

１ 特別支援教育の現状 ２ 学校教育課で行っている取組 ３ 関係機関等との連携 ４ 今後に向けて

教育・発達支援センター 教育・発達相談室「あおば」
対象年齢：０歳から１８歳まで

保護者を
サポート

先生方を
サポート
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１ 特別支援教育の現状

４ 今後に向けて

３ 関係機関等との連携

２ 学校教育課で行っている取組
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・幼児教育課によるこども園巡回相談
５月～７月（５歳児）
９月～１１月（３・４歳児）

・幼児教育課による訪問療育相談会

・健幸推進課による５歳児健診

・子育て支援課による療育連絡会

・子育て支援課による自立支援協議会こども部会

・教育・発達支援センター 教育相談室「はなのき教室・むつみ教室」

・岐阜盲学校による弱視通級、目に関する相談会

１ 特別支援教育の現状 ２ 学校教育課で行っている取組 ３ 関係機関等との連携 ４ 今後に向けて

一人一人の
教育的ニーズに

応じた
切れ目のない

支援

関係機関等との連携
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１ 特別支援教育の現状

４ 今後に向けて

３ 関係機関等との連携

２ 学校教育課で行っている取組
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・先生方や保護者をサポートするために…

→ 適正な就学に向けての情報提供

→ 個別の教育支援計画・指導計画の作成及び効果的な利活用

→ 関係機関等との連携強化

・子供たちが自分らしく成長できる環境を整えるために…

→ 通級指導教室設置校の計画的な拡充

→ 学習支援員の増員と適切な配置

１ 特別支援教育の現状 ２ 学校教育課で行っている取組 ３ 関係機関等との連携 ４ 今後に向けて

今後に向けて

子供たちの笑顔に寄り添うために、一歩ずつ…
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